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 The purpose of this report is to question the situation of tuğan tel (mother tongue) of Tatars living in Tashkent, the 

capital of Uzbekistan, that is currently aiming to establish the dominance of Uzbek language in purpose of national 

integration, namely, uzbekization. Ample studies have focused on conflicts between Russian language that had been 

the common language for Soviet citizens with various ethnic, cultural and religious backgrounds, and Uzbek language 

that has been the only state language of independent Uzbekistan. However, these discussions are prone to dichotomic. 

Since Uzbekistan is a multiethnic country, it is much difficult to clarify the various aspects of languages of Uzbekistan 

with dichotomic discussions; minority languages should not be ignored. Based on analysis on the results of socio-

linguistic individual interviews with survey questionnaires concluded by the author, this report demonstrates that (1) 

a kind of backlash against Uzbek language is being widespread especially to Tatars in young generation due to rapid 

expand of Uzbek language. They, (2) the young generation born after the independence tends to acquire Uzbek 

language in high level. Also, for those who has acquired with the state language, (3) Tatar language is becoming one 

of the closest languages; that is, Tatar language is chosen as a tool to show own ethnicity against uzbekization. 

 

1. はじめに 

 本報告は、ウズベキスタン共和国に居住するタタール人の言語選択の実態、とりわけ継承語であるタ

タール語の継承の状況を、社会言語学的な視点から明らかにすることを目指すものである。 

 ソ連崩壊から四半世紀が過ぎ去った現在も、ウズベキスタンでは言語をめぐる様々な議論が続いてい

る。ウズベキスタンを含む中央アジア諸国は、歴史的に多様な民族がモザイク状に住まう地域であり、と

りわけ国民統合の文脈で言語政策は今日にいたるまで重要な課題であり続けてきた。さまざまな議論は

あるものの、異なる言語・文化・宗教・民族的出自を持つウズベキスタンの諸民族を結びつける共通点

は、ごく最近までソヴィエト国民というナショナル・アイデンティティと、ロシア語という共通言語であ

ったといえる（Isaacs & Polese 2015）。しかし、ソ連からの独立とともに、こうした共通の帰属意識から

も抜け出したウズベキスタンでは、新たに国民統合の必要性に迫られることとなった。この国民統合の

一つの鍵となったものが、共通言語としての新たな「国家語」の制定である（Pavlenko 2008）。長らくロ

シア語が諸民族の共通語として広く用いられてきたが、独立したウズベキスタンは基幹民族であるウズ

ベク語を唯一の国家語として制定した。こうした政治的な背景から、とりわけ社会言語学の分野では、こ

れまで共通語であったロシア語と、新たに国家語となったウズベク語とのせめぎ合いに大きな注目が集

まってきた（Malashko 2013 など）。しかしながら、ウズベキスタンにおける言語の諸相は、ウズベク語

とロシア語という二言語の対立という議題だけで十分に議論できるものではない。少数民族の諸言語も

 

1 ここでいうタタールとは、世界各地にコミュニティを形成するテュルク系の民族集団ヴォルガ・タタール人を指し、とりわけロシア連邦領

内にその多数が居住している。中でもロシア中部はタタール人の多い地域で、民族自治共和国であるタタールスタン共和国は名実ともにタタ

ール人の中心地域となっている。広義ではタタールスタン共和国領外に居住するタタール人が、狭義ではロシア連邦街に居住するタタール人

がタタール・ディアスポラと総称される。中央アジア諸国に多い。 



無視できない議題のはずである。また、タタール人を含めた少数民族の母語継承の実態に関しては、そも

そも視点が向けられてこなかったことが課題として挙げられる。 

 

2. 研究方法 

 多言語空間において人々がどのような状況で複数の言語を使い分けたうえで、とりわけ母語で話すの

はどのような状況下であるかを明らかにするために、質問票を用いた聞き取り調査を実施する。この調

査方法は、Goodman & Lyulkun 2010 がウクライナの大学生を対象に、多言語空間において学生たちがど

のような状況で複数の言語を使い分け、とりわけ母語で話すのはどのような状況下であるかに注目した

調査に倣ったものである。質問票に対する回答に基づき、より詳細な聞き取りを実施する。また、調査対

象者のタタール語能力を数値化する目的で、タタール語の文法・語彙に関する試験も実施する。 

 聞き取り調査で用いる質問票は、日常生活・社会生活における言語選択・言語使用に関する全25問から

成り立っており、具体的には以下に示す5つのテーマに分けることができる。 

①基本情報（氏名・性別・生年月日・職業・自身と両親の民族籍・出生地と居住地など7問） 

②言語的背景（教育言語・家庭内言語・最も流暢に話すことができる言語・母語など8問） 

③言語選択・言語使用（具体的にどのような場面でどの言語を使用するかなど6問） 

④言語に対する意識（いくつかの言語に対する認識や意見など3問） 

⑤取り組みへの評価（言語をめぐる政策や状況、在外政策に関する意見など自由記述欄が1問） 

 

 また、タタール語の文法・語彙に関する試験は、第1回国際タタール語・タタール文学オリンピックの

予選試験（在外同胞カテゴリー）より抜粋した全20問から成り立っている。具体的には以下の内容を問う

ものである。 

①語彙（類義語・反対語・適切な語彙の選択）9問 

②文章の並び替え 5問 

③短い文章を読んで正しい答えを選択する 1問 

④文法エラーを正しい形に直す 3問 

⑤民族料理・伝統行事の名称を知っていれば回答可能な文章題 2問 

 なお、第1回大会予選試験（在外同胞カテゴリー）受験者87名全体の平均正答率は68.2%、予選通過者13

名の平均正答率は86.5%、タタールスタン共和国のタタール語学校で学習した8年生350名の平均正答率が

95.5%と、何らかのタタール語教育を受けた者にとっては比較的易しい内容となっている。 

 

3. インフォーマントの選定 

 インフォーマントの選定については、雪だるま方式を用いる。しかし、タタール人は大多数がイスラー

ムを信仰していることから、その倫理観から同性の友人を紹介されることが多く、男女比に大きな偏り

が生じる可能性があった。インフォーマントの男女比・年齢・所属の偏りを軽減する試みとして、インフ

ォーマントが指定した異性の家族に次のインフォーマントを紹介してもらうことで調査を拡大させてい

った。 

 



4. 分析方法 

 量的・質的両方の側面からの分析を目指す。具体的には、質問

票調査から得られた回答は平均値と中央値を算出する。また、質

問票調査と合わせて実施した聞き取り調査によって得られた回

答は、研究対象がプロセス的な特性を持つ場合に有効な分析手

法である、修正版グラウンデット・セオリー・アプローチ

（Modified Grounded Theory Approach、以下M-GTA）を用いて分

析を試みる （木下 2003；2007)。民族語を継承・保持してきた

者としようとする者、民族語を学ぼうとする意志や学習に至る

までの動機などにはプロセスがあるものと捉えることができ、

さらに民族語の継承・保持および学習には社会的な相互作用の

側面がある。 

 

5. 調査地とインフォーマントの選定 

 世界中に600万人程度のタタール人人口があると見積もられるなかで、とりわけウズベキスタン（約19

万5千人：2017年）は、最も大きなタタール・ディアスポラが存在する国としてタタールスタン共和国の

在外同胞政策のなかで位置付けられ、多額の予算が割かれるとともに、取り組みの成果が期待されてい

る。タシケントにおける調査期間は2013年3月から2014年2月までの約11カ月間である。調査は3段階に分

けて行われた。第1に、タシケント市内のタタール人居住者に関して情報を得るための事前調査（2013年

3月から4月）で、これに関しては主にタシケント・タタール文化センター（Татарский культурный центр 

г. Ташкент)と、在ウズベキスタン共和国タタールスタン共和国代表部から主に情報を得た。第2に、質問

票を用いた聞き取り調査とタタール語試験の実施（2013年4月から2014年1月）、そして第3に不足データ

の収集などを目的とした補完調査（2014年1月から2月）である。インフォーマントには事前に質問票を配

布したうえで回答を依頼した。同様の内容が記載された質問票は三言語（ウズベク語・ロシア語・タター

ル語）で用意され、回答言語は三言語から自由に選択することができる。聞き取り調査はインフォーマン

トの自宅にて対面で行われる場合がほとんどであったが、希望によりインフォーマントの指定する場所

（市内飲食店・文化センター内・職場）で実施されることもあった。 

 

6. 調査結果（量的） 

6.1. 教育言語 

 タシケントに居住するタタール人インフォーマントの87.5%はロシア語を教授言語（MI: Medium of 

instruction)とするものの、世代による差異がみられる(Cf.表2)。40代以上は全員がロシア語を教授言語だ

と回答したのに対し、30代以下は世代が若くなるにつれてウズベク語を教授言語とする者が増加傾向に

ある。ゆえに、相対的にロシア語で教育を受けるタタール人の比率は低下している。しかし、ソ連末期か

ら独立以降に就学した10代から30代の46名のうち、ウズベク語を教授言語とする者は11名であり、若年

層の24%にすぎない。一方で、ロシア語を教授言語とする者は35名で、依然として76%と高い割合を占め

年代（人数） 男性 女性 

10 代 (14) 7 名 7 名 

20 代 (16) 7 名 9 名 

30 代 (16) 11 名 5 名 

40 代 (12) 4 名 8 名 

50 代 (10) 4 名 6 名 

60 代 (10) 4 名 6 名 

70 代 (10) 6 名 4 名 

合計 (88) 43 名 45 名 

[表 1] タシケント市インフォーマント 



ている。Боришполец 2014 や Zharkynbekova et.al. 2015 などで、中央アジア諸民族の若者のロシア語離れ

が近年指摘されているが、タシケントのタタール人のあいだでは教授言語選択におけるロシア語離れは

急速なものではなく、ゆるやかに進行していると考えられる。 

[表 2] 就学期間中のうち最も長い期間教育言語として使われた言語 （1 言語のみ） 

世代 ロシア語 ウズベク語 その他 

10 代 (14 名) 8 (57.1%) 6 (42.9%) 0 (0.0%) 

20 代 (16 名) 12 (75.0%) 4 (25.0%) 0 (0.0%) 

30 代 (16 名) 15 (93.7%) 1 (6.3%) 0 (0.0%) 

40 代 (12 名) 12 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

50 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

60 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

70 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

合計と平均 (合計 88 名) 77 (87.5%) 11 (12.5%) 0 (0.0%) 

 

 なお、教育言語の変化はソ連崩壊とともに発生したものと考えられる。1991年に就学年齢に達したの

は1984年生まれの子供たちである。調査を行なった2013年時点で1984年生まれのインフォーマントは29

歳であり、10代・20代のインフォーマントは全員がウズベキスタン独立後に義務教育を受けたことにな

る。また、40代以上は全員がロシア語で教育を受けたと回答した。インフォーマントの出生地は多岐にわ

たり、カザンやウファ、チュメニといった現在のロシア連邦領内のタタール人が比較的多い都市で幼少

期を過ごした者も多いものの、タタール語学校で学んだ者はいなかった。これは、当時の社会情勢が背景

にあると考えられる。1930年代までの民族語教育の振興がなされたレーニン体制期に対し、スターリン

体制期の1930年代後半になると、ロシア語が諸民族の交流の手段として位置付けられ、1938年には残さ

れたすべての民族語学校で第二言語として必修化され、やがて民族語学校の多くはロシア語学校へと改

変されていった（Арефьев 2012）。70代以上のインフォーマントは1938年以降に義務教育を受けているた

め、民族語学校で教育を受ける機会がなかったものと考えられる。 

[表 3] もっとも得意とする言語（1 言語のみ） 

世代 ロシア語 ウズベク語 タタール語 その他 

10 代 (14 名) 8 (57.1%) 6 (42.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

20 代 (16 名) 12 (75.0%) 4 (25.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 代 (16 名) 15 (93.7%) 1 (6.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

40 代 (12 名) 12 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

50 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

60 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

70 代 (10 名) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

合計と平均 (合計 88 名) 77 (87.5%) 11 (12.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

 なお、タタール語を第一言語とすると回答した者はいなかった（cf. 表 3）。一方で、もっとも得意と

する言語(第一言語)は教授言語と完全に一致しており、これは Moghadam & Samad 2012 が「教授言語と

第一言語が一致する可能性は極めて高い」と指摘するとおりである。 



6.2. 日常会話が可能な言語 

 なお、学習言語を含めた場合、タシケントのタタール人の多くは世代を問わず多言語話者である。学習

言語として英語・ドイツ語・トルコ語の三言語が多くの世代に選ばれ、そのほかに20代から30代のあいだ

ではアラビア語と日本語と韓国語が、40代以降のあいだではフランス語とアラビア語が多く選ばれた。 

[表 4] 日常会話程度が可能な言語（複数回答可） 

世代 タタール語 ロシア語 ウズベク語 英語 ドイツ語 トルコ語 その他 

10 代 (14 名) 8 (57.1%) 14 (100.0%) 11 (78.6%) 12 (92.3%) 2 (14.3%) 7 (50.0%) 5 (38.5%) 

20 代 (16 名) 7 (43.8%) 16 (100.0%) 9 (56.3%) 12 (75.0%) 3 (18.8%) 5 (31.3%) 6 (37.5%) 

30 代 (16 名) 6 (37.5%) 16 (100.0%) 8 (50.0%) 4 (25.0%) 1 (0.6%) 4 (25.0%) 3 (18.8%) 

40 代 (12 名) 2 (16.7%) 12 (100.0%) 5 (41.7%) 2 (16.7%) 3 (25.0%) 1 (0.8%) 3 (25.0%) 

50 代 (10 名) 4 (40.0%) 10 (100.0%) 4 (40.0%) 1 (10.0%) 2 (20.0%) 2 (20.0%) 1 (10.0%) 

60 代 (10 名) 3 (30.0%) 10 (100.0%) 4 (40.0%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 1 (10.0%) 2 (20.0%) 

70 代 (10 名) 5 (50.0%) 10 (100.0%) 5 (50.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (30.0%) 1 (10.0%) 

合計と平均  

(合計 88 名) 

35 

(39.8%) 

88 

(100.0%) 

46 

(52.3%) 

31 

(35.2%) 

12 

 (13.6%) 

23  

(26.1%) 

21 

(23.9%) 

 

 ウズベキスタンでは日本や韓国の支援を受けたセンターでの日本語講座や教師派遣が盛んで、学習機

会も多く、留学や就職機会の拡大と獲得のために学ばれていると考えられる。また、ウズベキスタンでは

2013年から初等教育1年次以降の英語教育を実施しており、生徒が英語に触れる機会は増加している。こ

うした政策の影響もあり、若い世代ほど英語で日常会話が可能と回答した。なお、ドイツ語を選択した者

については、10代～30代のあいだでは大学の第二外国語の科目として、40代以降は大学の第二外国語の

ほかに、義務教育時代の外国語科目として学習した経験を持っていた。 

 トルコ語はウズベク語やタタール語と同じテュルク諸語のひとつであり、文法と語彙の側面で多くの

共通点を持つことから、ウズベク語やタタール語の知識がある場合は習得が容易な言語のひとつと考え

られている。言語間の距離が近いほど学習は容易になるものの、同時に転移(transference)が発生しやすく

なるという問題も孕んでいる。しかし、転移を原因とする文法や語彙の混同を避けるよりも、まったく異

なる系統の言語を学習するほうがはるかに難しいとされ、言語間の距離が近い言語は学びやすいといえ

る。このことは、トルコ語に限らず、タタール語にも言えることである。とりわけ若年層ではウズベク語

を教授言語とするなど、ウズベク語に長けた者も少なくない。「ウズベク語とタタール語は言語的に近い

ので、学習は難しくないと思う」(20代女性・会社員)といった発言にもあるとおり、ウズベク語の知識を、

タタール語を学ぶ足掛かりとする者もいると考えられる。また、その逆にタタール語の知識を足がかり

にウズベク語を学ぶ者の存在も否定できない。 

[表 5] タタール語試験の平均正答率（教育言語別） 

教育言語がウズベク語（11 名） 平均 69.5% 

教育言語がロシア語（77 名） 平均 32.3% 



 なお、上掲の表5はタタール語試験の正答率を教育言語別に表示したものである。ウズベク語で教育を

受けた回答者の正答率は、ロシア語で教育を受けた者の2倍を超えており、語彙や文法の類似性からタタ

ール語の理解をより容易なものとしていることが考えられる。 

 

6.3. 家庭内言語 

 このように多くの言語との接点を持つタシケントのタタール人であるが、家庭内の言語状況は①ロシ

ア語のみ(55名)、②タタール語のみ(3名)、あるいは③ロシア語とタタール語の二言語併用(30名)の三つに

分類できる（cf.表6）。タタール語に注目すると、10代のタタール語使用率がもっとも高く、57.1%が家庭

内でタタール語を話すと回答した。また、ロシア語は依然として世代を問わず、幅広く使用されている。 

[表 6] 家庭内で使用する言語（複数回答可） 

世代 タタール語 ロシア語 ウズベク語 その他 

10 代 (14 名) 8 (57.1%) 13 (92.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

20 代 (16 名) 5 (31.3%) 14 (87.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 代 (16 名) 6 (37.5%) 15 (93.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

40 代 (12 名) 2 (16.7%) 12 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

50 代 (10 名) 4 (40.0%) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

60 代 (10 名) 3 (30.0%) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

70 代 (10 名) 5 (50.0%) 10 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

合計と平均 (合計 88 名) 33 (37.5%) 85 (96.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

 

 しかし、家庭内でウズベク語を使用する者はおらず、この背景には「ウズベク語は国家語というよりも

ウズベク人の言語という印象」(20代女性・学生)や「異民族の言語という感じがする」(10代男性・学生)

といった意見から垣間見えるように、ウズベク語に対する距離感が影響していると考えられる。一方で、

ウズベク語と同様に異民族の言語であるはずのロシア語はすべての世代で幅広く使用されており、それ

ぞれウズベク語とロシア語には異なる印象を抱いていることが考えられる。1960年代以降、ロシア語は

民族間交流語としての役割を果たしてきた。現在のウズベキスタンの言語法上ではロシア語は一切の法

的ステータスを持たないが、現状としては民族間交流語として使われている状況にある。 

[表 7] タタール語試験の平均正答率（家庭内言語別） 

家庭内言語がタタール語のみ（3 名） 平均 95% 

家庭内言語がタタール語とロシア語の二言語（30 名） 平均 77.8% 

家庭内言語がロシア語のみ（55 名） 平均 11.6% 

 

 なお、上述の表7は家庭内言語別にタタール語試験の正答率を示すものである。家庭内でタタール語を

使用する者と、使用しない者のあいだには大きな正答率の差が生じた。しかし、興味深いことは、ロシア



語のみ使用する回答者が正答した設問に大きな偏りがあった点である。家庭内言語がロシア語のみの回

答者のうち、問6の正答率は87.3%で、問9の正答率は100 %であった。 

Сорау 6) Туганлык атамасын табыгыз. 

   1. белен  2. килен 3. тиен 4. беләм 

問6) 親族の名称を選択せよ. 

   1. ～と  2. 嫁   3. リス 4. 知識 

 

Сорау 9) Артык сүзне табыгыз. 

   1. бәлеш  2. өчпочмак  3. чәй  4. Коймак 

問9) 余分な語を選択せよ. 

   1. ベレシュ 2. オシュポシュマック 3. 茶 4. カイマク 

 

 問 6 は親族名称を問うもので、親族が集まった際に頻繁に耳にすると思われる表現である。この問題

は туганлык：親戚 と килән：嫁 の二語を知っており、結びつけることができれば正答に辿り着く問題

であることから、少なくとも 87.3%の正答者のあいだでは、何らかのタタール語の親族名称が使用されて

いる可能性がある。また、問 9 はタタール料理の名称のなかに、飲料である茶が余分な語として紛れ込

んでいる。この問題も、たとえ問題文の意図を理解できなくとも、料理の名称を知っていれば正答に辿り

着くことのできるものである。この問題は回答者全員が正答しており、タタール語能力の有無に関わら

ず、タタール料理の名称は認知されていることを示している。 

 

7. 調査結果（質的） 

 以下では「モチベーション」の部分に着目し、質的調査(聞き取り調査)からの分析を試みる。なお、タ

タール語を選択する・選択しないモチベーションを説明する最小単位である概念は〈〉、概念をまとめた

カテゴリーは【】で示す。結果として、12 の概念が生成され、4 つのカテゴリーにまとめられた。 

[表 8] カテゴリー〉 【概念】 

民 

族 

語 

を 

選 

択 

葛藤から生じた民族回帰 ウズベク語化する社会における疎外感 

ウズベク人への同化の危機感 

タタール人であることを宣言したい欲求 

社会的要因から生じた学習動機 ウズベク語との言語的類似性から生じた興味 

多言語話者に対する時代の要求 

言語学習に対する心理的障壁の少なさ 

家族の紐帯を目的とする民族語 親族間交流言語としての民族語 

民族アイデンティティの保持と継承 

民族性継承のための民族語 

不 

選 

択 

民族語の社会的機能の欠如 タタール語が話せなくても生活可能な現状 

ロシア語主義的な考え 

民族語を学ぶ機会の欠如 



 現在、ウズベキスタンにおけるウズベク人の人口比率は全人口のうち8割を超え、社会におけるウズベ

ク語の使用範囲は年々拡大する傾向にある。こうした背景から【ウズベク語化する社会における疎外感】

を抱く者も現れた。調査対象者の62.5%は民族語ではないロシア語のみを話す人々であるが、さらに異民

族の言語として認識されるウズベク語が優勢な社会へと変化しつつある現状に、民族的な自己認識が揺

らぎ、【ウズベク人への同化の危機感】を抱くようになった。こうした意識をもつタタール人のなかに

は、ウズベク人ではなく【タタール人であることを宣言したい欲求】を持つ者もおり、手軽にタタール人

であることを表示できるタタール語に注目する事例が見受けられる。このように、【ウズベク人への同化

の危機感】という葛藤から、タタール人性に注目し、収斂していく流れは〈葛藤から生じた民族回帰〉と

いうカテゴリーで説明することができる。つまり、タタール語は自身のタタール人性を表示する手段の

ひとつとなっている。 

 そのほか、ウズベク語能力の向上とタタール語への関心の高まりにも関連があると考えられる。10代

から20代までの若年層のあいだでは、7割程度はウズベク語での日常会話が可能と回答し、うち3割程度

は最も流暢に話すことができる言語として回答している。【ウズベク語との言語的類似性から生じた興

味】から、ウズベク語と同じくテュルク諸語のひとつであるタタール語への関心を高めている可能性は

大きい。なお、同様の現象はウズベク語と同じくテュルク諸語のひとつであるトルコ語にもみられ、30代

以降のトルコ語学習率は19%であるのに対し、10代・20代では40%と高い傾向がある。グローバル化が叫

ばれる現代社会においては【多言語話者に対する時代の要求】があり、とりわけ10代から20代までの若年

層のあいだでは、英語など国際的に広く話される言語も一般的な学習言語となりつつある。多言語話者

となることが前提となっていることから、【言語学習に対する心理的障壁の少なさ】が特徴として挙げら

れる。このように、タタール語への関心の高まりは〈社会的要因から生じた学習動機〉も要因のひとつと

して考えられる。 

 上記に示したように〈葛藤から生じた民族回帰〉と〈社会的要因から生じた学習動機〉などの理由か

ら、若年層を中心にタタール語への注目度は高まっているが、これまでにタシケントのタタール人のあ

いだでタタール語がまったく話されなかったわけではない。40代を除くすべての世代の3割から5割が家

庭内でタタール語を使用すると回答しており、家族間・親族間の交流語としての役割を果たしてきた。タ

タール語は一部の家庭では【親族間交流言語としての民族語】として継承され、タタール人たる【民族ア

イデンティティの保持と継承】の支柱となった。一方で、ロシア語やソ連的文化が推奨されたソ連期に、

ある程度のタタール的ハビトゥスを帯びながらも、タタール語を習得することがなかった者のなかには、

その後悔からなる教育観により、子世代に【民族性継承のための民族語】としてタタール語を学び、文化

も言語も継承した立派なタタール人となることを望む事例も見受けられられる。このように、タタール

語は〈家族の紐帯を目的とする民族語〉として捉えられてきた側面もある。 

 一方で、現在のウズベキスタン社会は、ウズベク語とロシア語を習得すれば日常生活はおろか、進学や

就職にも事欠かない状況にある。このような【タタール語が話せなくても生活可能な現状】から、タター



ル語の知識は不要だとする声もある。タシケントのタタール人のほとんどはロシア語を話す人々であり、

なかにはロシア語世界の情報蓄積の多さや語彙の豊かさを理由にした【ロシア語主義的な考え】を持つ

人も少なくはない。また、国内にタタール語学校を持たないことから【民族語を学ぶ機会の欠如】も深刻

である。こうした〈民族語の社会的地位の欠如〉から、タタール語を選択しない者も多い。 

 このように、タタール語は〈葛藤から生じた民族回帰〉のなかで自身の民族性を宣言するための言語と

して、そして〈家族の紐帯を目的とする民族語〉として学習され、継承されている。また、近年では多言

語話者に対する社会的な要請といった〈社会的要因から生じた学習動機〉からタタール語の学習に着手

する者もいる。一方で、現状としてはウズベク語とロシア語に対する社会的要求のみが際立ち、結果とし

てもたらされた〈民族語の社会的地位の欠如〉からタタール語を不要とする声もある。 

 

8. まとめ 

 社会におけるウズベク語の地位と機能の拡大と脱ロシア語が急速に進められていることから、タター

ル人のあいだではウズベク語に対する反発が広がっており、ウズベク語は「異民族の言語」として認識さ

れる傾向にある。しかし、社会的要求からウズベク語を選択しなければならない場面は増加しており、同

化の危機感からタタール語に注目する事例が確認された。また、ウズベク語を習得した若い世代には、言

語的な類似性からタタール語に関心を向ける者も少なくはない。つまり、同化に抗うために自身の民族

性を再認識し、宣言するための手軽なツールとしてタタール語を利用している可能性が指摘できる。ま

た、ソ連時代にタタール語を習得することがなかった者のなかには、その後悔からなる教育観により、子

世代にタタール語を学習させたいと願う事例もあった。このことから、タタール語は家庭内や親族間な

ど私的な場でのみしか使用されないが、ウズベク化が進む社会のなかで自身の民族性を認識し宣言する

ための言語として、そして家族の紐帯のための言語として学習され、継承されている。 
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